
東北農業研究 (Tohoku Ag● c Res)57.45-46(2004)

秋田県におけるメッシュ気象情報 を利用 した水稲発育ステージの予測精度
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1 はじめに

秋田県では,イ ンターネットで気象情報を提供するI秋

田県農業気象情報Jの運営を2000年 4月 から開始した。

そのシステムでは,メ ッシュ気象情報を利用することが

可能なため,2002年に既存のパラメータを使用したDVI

(発育指数)法による水稲の発育ステージ予rllができる

ようにシステムの改良を行つた。そこで,2002,2003年

の2カ年について県内各地域農業改良普及センターの協

力により,メ ッシュ気象情報を利用した水稲発育ステー

ジの予測精度を検証した。

2 試験方法

品種 :あきたこまち,苗種 :稚苗と中苗

調査圃場 :水稲生育定点調査圃場,秋田農試圃場

モニター :県内各地域農業改良普及センター作物担当

発育モデル式 :官川らの作成したパラメータを使用し

たlt減数分裂期は,発育指数と生育の対応から出穂期

の予測式を用いてDVIが 085にう1達したときとした
2)。

適合性の判定 :ア メダスデータの日平均気温実況値に

基づいて計算した計算値と予測時以降は平年値を代入し

た予測値を,市町村拡大したメッシュ画面から求め,実

際の園場で観察された実測値と比較した。

3 試験結果及び考察

最初にシステムの計算値と実測値の適合性を検討し

た。移植から各発育ステージ

'1達

までの実測日数と計算

日数を比較すると,2カ年とも全体的に 1:1の線より

上側に分布し,システムの計算結果は実測値より遅い傾

向であつた。特に,2003年 は減数分裂期と出穂期で前年

より遅く誤差が大きかった (図 1)。

ここで,各発育ステージの計算誤差 (計算値―実測値)

から適合性を判定するために,モニターヘの聞き取り調

査から実測値の調査誤差を±2日 とし,ま た,メ ッシュ

画面の凡例表示が2日 間隔のため誤差1日 を足して±3日

以内を適合の許容範囲と考えた。この場合,道合したと

考えられる害1合は,2002年に全県で幼穂形成期が739%,

減数分裂期が618%,出穂期が671%であつた。しかし,

県南や標高の高い地点で適合性が低く,中苗より稚苗で

誤差が大きい傾向にあつた。2003年は全県で幼穂形成期

が740%,減数分裂期が48.00/0,出穂期が583%であつ

たが,減数分裂期と出穂期の適合性が前年より低くなつ

た。特に,県北部での誤差が大きかつた (表 1)。

次に,実際の運用場面での適合性を示す,予測値と実

測値の適合性を検討した。予測は,幼穂形成期の約2週

間前,減数分裂期と出穂期のそれぞれ約3週間前に行つ

た。2002年は,予測値の誤差が大きく,計算値で小さく

なつた。2003年は,反対に予測値の誤差が小さく,計算

値で大きくなつた (図 1,2)。 いずれも発育モデル式を作

成したときの標準誤差より大きい値になつた (表 2)。

計算誤差の要因として,苗の種類と標高が考えられた

が,稚苗で誤差が大きかつたのは,実用場面における稚

苗の葉齢の幅が広く,稚苗の発育モデル式に不適な葉齢

でも稚苗として計算された事が考えられる。標高の場合

は,標高が高いとメッシュ気候値の推定誤差が大きくな

る事と平坦部で作成された発育モデル式を用いたことに

よる誤差が考えられる。

4 まとめ

本試験では,一つの発育モデル式を用いて,約 lkピに

メッシュ化した水稲の発育ステージ予測を行い広域的な

精度の検証を行つた。その結果,以下のような本システ
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ムの使用上の注意,留意点とする資料が得られた。この

システムは,①実測値より計算値が遅い傾向にある,②

稚苗や標高100m以上の地点で誤差が大きい,③幼穂形

成期の道合性は比較的高いが,減数分裂期と出穂期で適

合性が低下する,④予測時以降の気温が平年値より高い

(2002年 )と 予測誤差が大きく,低い (2003年 )と 予測

誤差が小さくなる。ただし,この場合予測時以前の気温

の影響は不明である。

このシステム (http://kisyo agri ex pref akita jp

/adv2/)は ,イ ンターネットによリリアルタイムメッシ

ュを用いて,簡便に発育ステージを予測できるが,精度

が劣る事例が見られるので,実際の圃場の発育ステージ

と予測結果との道合性を見ながら使用する必要がある。
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図1移植から各発育ステージ到違までの実測日数と計算日数の比較(2002.2003年 )
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移植から各発青ステージ到達までの実瀾日数と予測日数の比較(20022003年 )

20021F    68    618   80,   715   286   534   643   462   656

20021F    73    719   807   357

サンプル嚇 全県 県北 中央
2002年  73  671  308  620

f,H roo.ta-t roo-*r 苗  中
576   550   '18 499   713

200311    フ4    583   292   650 600   597

注)計算誤差は、計算値―実測値の日数

767   4'4   617

32    34    37    27
減数分裂期 39  48  55  29   -   ―

出 穂 ■ 33 39 46 23 04 06
注)標準誤差は、実渕値から計算値あるいは予厠値の残菫2乗和を

データ数で割つた平方根で、小さいほど精度が高い。
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